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要旨 
 

近年，美容整形・美容医療(プチ整形)は身近なものとなっている。厚生労働省 1（2024）
の報告では，施術の幅が広がると共に心理的ハードルも低くなり，比較的侵襲性の低い施

術を中心に需要が高まっていると述べている。さらに医師や医療機関も増加している一方

で利用者からの相談件数や危害事件も増加していることも報告されている。美容整形・美

容医療を望む理由には複雑な心理状況が存在し、谷本(2012)は、美容整形・美容医療を
受けたいと考える人は、考えない人に比べて自分の心地よさを語りつつも他者の目も気に

しているため、美容実践を求める気持ちと関連している項目について検討していくべきで

あると述べている。そこで本研究は、美容整形・美容医療を受けたいと希望する人々の特

徴を検討し、個人特性を明らかにすることを目的として実施した。 
本研究では、メスを使用する「美容整形希望」メスを使用しない「美容医療希望」どちら

も希望しない「願望なし」に分類し、自意識尺度（菅原，1984）、本来感尺度（伊藤・
小玉，2005）、多次元完全主義認知尺度（小堀・丹野，2004）を使用し整形願望の比較
をおこなった。また、過去の影響を検討するために顔に対するネガティブ体験、ポジティ

ブ体験があるか問い、分析をおこなった。さらに、運動能力，経済面，性格，地位・名

誉，顔の美しさ，成績，芸術センス，体型・スタイルの 8つの価値観の重要度を求め、
整形願望との関連を検討した。 
結果、整形願望なしと回答した人は 117名（52％）、美容医療を希望した人が 82名

（36.5％）、美容整形を希望した人は 26名（11.5％）であった。性別で比較したとこ
ろ、女性の方が男性より整形願望が高いことが明らかになった。年代別の比較では 10代
と 20代の美容整形希望者が多く、50代は美容医療を希望する者が多いことが明らかに
なった。次に過去の体験が整形願望に与える影響について検討したところ、ネガティブ体

験はやや影響が見られたものの、ポジティブ体験ともに大きな影響はみられなかった。 
価値観と整形願望との関連については「整形願望」との相関で最も高かったものは

「顔の美しさ」であった。続いて、整形願望と性別を独立変数とした二要因分散分析をお

こなった。はじめに公的自意識は女性より男性の方が有意に高く、整形願望では願望なし

群より美容医療希望群、美容整形希望群の方が有意に高いことが明らかになった。私的自

意識は有意差がなく、私的自意識、公的自意識ともに交互作用は見られなかった。本来感

尺度では交互作用がみられた。また、美容医療希望群より美容整形希望群の方が本来感の

得点が有意に高いことが明らかになった。完璧主義尺度では交互作用がみられた。また、

高目標追求、完全性追求、ミスへのとらわれの 3 因子ともに整形願望なし群と美容医療

希望群より、美容整形希望群の得点が有意に高かった。さらに、整形願望に影響を与えて

いる要因を検討するため、整形願望を従属変数とした重回帰分析を実施した結果、整形願

望と関連のみられた変数は「年代」「性別」「公的自意識」であった。中でも公的自意識

との関連が強いことが明らかになった。 
 分析の結果から、女性の方が容姿を重要視し、若年層では侵襲性の高い美容整形で美し

く、中高年では若く見えるよう美容医療を通して施術を望んでいる可能性が示唆された。

また、現代の美容整形・美容医療は大きなコンプレックスや過去の辛い体験などがない場

合であっても整形をしたいと感じており、身近な存在になっていることが考えられる。整
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形願望を持つ人々は、周囲から見られている部分に向けられた自意識が高く、完璧主義の

傾向が高いことが示唆された。しかし、従来の整形に対するイメージとは異なり、すでに

本来の自分を自覚し、より良い状態を求めて整形をしたいと感じている可能性が考えられ

る。 
本研究の限界として，実際の経験者との違いについては検討していないため，実際危

険な整形を繰り返す人の心理的特徴については明らかになっていない。今後は経験者との

比較をおこない，希望するだけでなく実際に施術を受ける人の特徴や危険な整形を繰り返

す心理的状況を検討していく必要がある。 
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